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　はじめに

　浦幌町でのウチダザリガニ駆除は、2015 年から「浦

幌の自然を楽しむ会」が取り組んでいる。

　2015 年は環境省北海道地方環境事務所から防除に

係る認定を受け、調査区域である浦幌川（第１浦幌橋

～万統橋）、支流のオベトン川（浦幌川合流点～国道

38 号）とその上流で１１１匹が駆除された。詳しく

は本紀要第 16 号「浦幌で初めてのウチダザリガニ駆

除」（円子 2016）を参照されたい。

　2016 年 7 月 30 日の「ウチダザリガニバスターズ」

では小学生 9 人と保護者 4 人の参加を得て、北海道

ウチダザリガニ防除ネットワークの高橋克巳代表から

ウチダザリガニの説明を受けオベトン川で捕獲体験、

試食を行った。9 月 8 日には 15 年に続いて酪農学園

大学野生動物保全技術実習を同川で行い捕獲と計測体

験が行なわれた。

調査区域の拡大と分布の確認

　2015 年の駆除で調査区域（上記参照）全域に生息

が確認されたことから、浦幌町全域を調査区域として

変更申請をして認定を受けた。

　あわせて、北海道内水面漁業調整規則に基づく内水

面採捕の許可を、浦幌町全域として得た。

　2016 年の調査では、地域住民から寄せられた情報

をもとに、浦幌川と常室川の合流点でも生息を確認し

た。オベトン川では昨年より上流の山蔭橋までの生息

が確認された。

調査・駆除結果

　浦幌川は 5 月融雪水、6 月長雨、8 月は 4 個の台風

襲来などにより増水状態が続き、たも網で 7 月 17 日、

カニカゴで 10 月 18 日、26 日の 3 回しか駆除出来

なかった。

　オベトン川（浦幌川支流）では、7 月 30 日～ 11

月 2 日までの間に 13 回駆除した。たも網で 12 回、

カニカゴ併用で 1 回である。駆除の内訳は表 1 の通り。

　カニカゴの目合いが 1.5㎝であるのに対して、たも

網の網目は 3㎜と狭小なことから、当年生まれと思わ

れる小型のサイズが多く捕獲された。結果として表 2

の通り 15 年に比べて雌雄とも全長・体重で小さな数

値となった。

　7 月 17 日に行った浦幌川と常室川の合流地点では

10 匹を捕獲。上流域への分布拡大が確認された。翌

18 日に浦幌川の第四浦幌橋（留真）～留真川の留真

橋間で、たも網による捕獲を試みたが生息は確認でき

なかった。

今後の調査・駆除

　2016 年の駆除は、浦幌川の増水によりオベトン川

に集中したが、同川流域には以前からニホンザリガニ

の生息が知られて、餌の略奪などウチダザリガニとの

競合が心配される。11 月 19 日に川湯エコミュージ

アムセンターで開かれた「外来ざりがにサミット in

屈斜路」で、捕獲圧が高い場所では生息数の減少が見

られるとの報告もあり、今後も集中した捕獲が必要と

考える。

　第１浦幌橋より上流の常室地区で生息を確認した

が、どこまで遡上しているのか、支流ではどうなって

いるのか。浦幌川の万統橋（万年と統太の境界）より

下流や接続河川、沼ではどうなっているのか。昆布刈

石より東の河川はどんな状況か。心配が尽きないが少

しずつ調査したいと考えている。
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表 1　2016 年のウチダザリガニ駆除内訳
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これからのウチダザリガニとの付き合い

　ウチダザリガニは人間の都合で日本に持ち込まれ、

北海道では各地に生息域を拡大し、さまざまなあつれ

きを生じている。今や根絶は難しい状況だが、いかに

生息密度を低下させ在来生物への影響を軽減させるか

が大切になってくる。

　また、特定外来生物や生物多様性については、新聞

報道されているが一般的にはまだまだ認知度が低いと

思われる。外来生物の問題点や生物の命の大切さなど

を通して自然界の生物多様性を伝えることも必要に

なっている。「ウチダザリガニバスターズ」など子ど

もたちへの啓もう活動も引き続き取り組む課題だ。

　そんな中でやみくもに駆除だけを追い続けるのは、

現状では徒労感が増して活動の停滞につながりかねな

い。時には楽しみながらの試食、新しい捕獲方法や利

用方法を考えることで息の長い活動に結び付けたいと

考えている。

おわりに

　駆除活動の中心となっている「浦幌の自然を楽しむ

会」のみなさん、町立博物館の持田誠学芸員、北海道

ウチダザリガニ防除ネットワークの高橋克巳代表、齊

藤さゆりさん、「ウチダザリガニバスターズ」に参加

いただいたみなさん、野生動物保全技術実習を行った

酪農学園大学の佐藤喜和教授や学生のみなさんに心か

ら感謝申し上げる。

　なお、本調査・駆除経費の多くは、浦幌町の「笑顔

輝く地域づくり支援事業」の補助金を得て行われたも

のである。
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表 2　2015 年と 2016 年の全長と体重の比較

数値は全長・体重の両方を測定した個体による。
2016 年は小数点 2 桁表示のデジタルノギス、秤を使用した。

最大 最少 最大 最少
2015 37 121.00 60.00 97.00 7.00
2016 60 116.26 28.07 75.38 0.77
2015 35 129.00 58.00 76.00 8.00
2016 80 119.96 14.21 68.44 0.56
2015 2 112.00 104.00 60.00 56.00
2016 27 34.12 11.96 1.80 0.06
2015 74 129.00 58.00 97.00 7.00
2016 167 119.96 11.96 75.38 0.06

不明

総体

個体数 全長　㎜ 体重　ｇ雌雄 年

♂

♀

円子紳一：浦幌でのウチダザリガニ駆除（2016 年）




